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目’的:　 第 ２ 級 フ ミ ン（ 以 下・S   A    )   は 、 発 癌 性 を 有 すi,     -     ト ロ ソT     ミン（ 以 下･ｌ A ）の 前 駆

物 質 で あ る こ と が’知 ら れ て い る ．　獣 肉 魚 肉 類 で は 、 亜硝 酸 塩 とS     A   か ら 生 成 ざ れ るN     A   K

つ いｰX　 そ の 形 成 過 程 に お ける 理 化 学 的 環 境 因 子 を 追 求 し ．た 報 告 も 散 見 さn て い る．　し か

し 、 チ ー ズ お よa: 牛 乳 中 のS     A の 存 ’在 に 関 す る 研 究 は 、 比 較1的 少 な い ． そ こ で 、 本 一研 究 で

は 、 輸 入 天 然 チ ー ズ に つ い て 、N     A   お よ びS     A の 分 布‘状 況 お よ び 含 有 ’率･を 調ベ ー、 い く つ か

c  ･N    A   If   よ びS A    を 検 出 得 た の で こ こ に 報 告 す る ．　　方 法:　 カ マ ン ベ ー ル. ブ ル  -･ ． エ ダ

ム　．プ ロ セ ス の 市 販 チ ー－ズ を 供 試 料 と し.た.． 各 チ ー ズI 0 g よ り 得 た 抽 出 液 に つ い て、N     A

i? よ びs    A の 検 出・定 量 を 行 な っ たo      M    A 含 量 はn- ブ タ ノ ー－ル を 呈 色 溶 媒’と し ．た.It 色 法 を 用

い 、S     A 含 量 は 、Dyer 改 万良 法 を 用 い て1行 力;つ た 。　HAc 同 ’定 は 、 エ タ ノ ー･ﾉﾚ：　水 の 展 開 ’溶一

媒 でT     I,    C    を 行 た い.紫 外‘線 照 ’射 よil    8    A   に 分 解 し 同 定 し た ．　ま たS    A   H:、n －ブ タ ノ ―  ル:

氷 酢 酸 ： 水 の 展 開 溶 媒 で Ｔ Ｌ Ｏを 行a.  い 、 そ れ ぞ れ のEf 値J:    !>同 定 ’確 認 し た ．

結 果：　比 色 定 量 し た 一結 果、S     A 含 一量 は 、 プ ロ セ ス0.73±O.Qb/り̂. カ マ ン ゛-   ゙ |,57±aoり 外 ブ ゛

-

|.53±O.IりがK.お よ ぴI｀ ダ ふ0.80±ao7 洲/り で あ っ た 。 ま た 、H     A   含 量 は 、 カ マ ン ブ ー ル0.1 6+ 0.1

|戸辱 。ブ ル ー0.1 5士0.00 3戸tl^ で あ っ た がヽ7 o セX    お よ び エ ダ ム で は 検 痛 さ れ た か っ た 。 薄 層

ク ロ マ ト グ ラフ ィ ー よ り 分 離 定 性 し ■ft 翻 果 、 各 チ ー ズ 中 のS     A   は 、ブ ル ー・カマ ン ベ ー ル で

は 、I)     M A  ●）E    A   お よi>'   D    P    A   が 検 出 さ れ 、 エ ダ ム ・ プ ロ セ ス で は 、DMA ・1)    P    Aを 同 定

離 認 し た 。 ま たM    A   Ji、 ブ ル ー で は 、I)     B    N    A・D    U   TS    A  が 検 出 さ れ 、 カ マ ン ベ ー ル で は 、

B     B    H    A   を 同 定 確 認 し た 。
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